
科目名 電子工学概論 英語科目名 Introduction to Electric Engineering 
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授業形態 講義 必修 or選択 選択 

単位数 ２単位 単位種類 学修単位（１５＋３０）ｈ 

担当教員 小林 一光 居室 機械工学科棟２階 
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授業の達成目標 

１．ダイオードを用いた回路の理解 

２．トランジスタを用いた増幅回路の理解 

３．オペアンプと帰還回路の理解 

４．センサーとその性能の理解 

５．論理回路とその制御回路の理解 

各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法 

１．期末において６０％以上の成績で評価する． 

２．演習問題、課題に対する提出レポートの内容を設定水準で評価する． 

評価方法 

評価は下記２項目の合計によって行う． 

１．期末試験（６０％） 

２．演習問題、課題の回答内容（４０％） 

授業内容 授業内容に対する自宅学習項目 自宅学習時間
（時間） 

１．半導体の基本性質、ｐｎ接合デバイス 半導体に関する演習問題と課題を出すので、それに
ついて調査、回答し次回授業時に提出する．予習を
する． 

４ 

２．半導体デバイスの概要 トランジスタに関する演習問題と課題を出すので、
それについて調査、回答し次回授業時に提出する．
予習する． 

４ 

３．接合形トランジスタ 負荷線、スイッチィング動作に関する演習問題と課
題を出すので、調査、回答し次回授業時に提出する．
予習する． 

４ 

４．電界効果形トランジスタ ＦＥＴに関する演習問題と課題を出すので、調査、
回答し次回授業時に提出する．予習する． 

４ 

５．接合形トランジスタ増幅回路 増幅回路に関する演習問題を出すので、回答し次回
授業時に提出する．予習する． 

４ 

６．電界効果形トランジスタ増幅回路 増幅回路に関する演習問題を出すので、回答し次回
授業時に提出する．予習する． 

４ 

７．アナログ集積回路：オペアンプの基本機能 オペアンプ特性に関する演習問題と課題を出すので
調査、回答し次回授業時に提出する．予習する． 

４ 

８．オペアンプ増幅回路 オペアンプ増幅回路に関する演習問題と課題を出す
ので、調査、回答し次回授業時に提出する．予習す
る． 

４ 

９．オペアンプＩＣ応用回路 演習問題と課題を出すので、調査、回答し次回授業
時に提出する．予習する．今までに出てきた専門語
について和英辞典を完成させる． 

４ 

１０．センサーとその性能の理解 センサーの原理と処理回路に関する課題を出すので 
調査、回答し次回授業時に提出する．センサー用語
についての和英辞典を完成させる． 

４ 

１１．ディジタル回路の基礎：ディジタル信号波 ディジタル信号波に関する演習問題と課題を出すの
で調査、回答し次回授業時に提出する． 

４ 

１２．ＣＲ回路の応答 応答に関する演習問題と課題を出すので調査、回答
し次回授業時に提出する． 

４ 

１３．論理回路の基礎：ブール代数 ブール代数に関する演習問題と課題を出すので、調
査、回答し次回授業時に提出する． 

４ 

１４．ＮＡＮＤゲート、フリップフロップ 形式変換、フリップフロップに関する演習問題と課
題を出すので、調査、回答し次回授業時に提出する． 

４ 

１５．ディジタル集積回路 ディジタル集積回路に関する課題を出すので、調査、
回答し１週間以内に提出する．ディジタルに関する
用語の和英辞典を完成させる． 

４ 

前期期末試験   



 自宅学習時間合計 ６０ 

キーワード ダイオード、トランジスタ、オペアンプ、センサー、論理回路、制御回路、リレー 

教科書 配布資料等による 

参考書  

小山高専の教育方針①～⑥との対応 ① ② ④ 
技術者教育プログラムの学習・教育目標 

（Ａ－１） （Ａ－２） 

JABEE 基準１の（１）との関係 ｄ（２－ａ）、（ｇ） 

カリキュラム中の位置づけ 

前年度までの関連科目 電気工学概論、機械工学実験Ⅱ 

現学年の関連科目 メカトロニクス実験 

次年度以降の関連科目  

連絡事項 

・電子工学は機械設備を扱かったり、メカトロニクス部品設計を行う機械技術者にとって課題解決の基礎となります． 

シラバス作成年月日：平成１９年２月２０日 

 


